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設計支援委員会結果報告書

平成１９年１２月設計支援委員会に付議した、下記の施設整備事業について、結果を報

告します。

記

事 業 名 市道南方柳町線歩道舗装修繕工事

（整備概要） （自転車通行帯と歩行者通行帯の分離、それに伴う点字ﾌﾞﾛ

ｯｸの移設及びｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸの修繕）

設計支援委員からの意見 具体化の結果・状況

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸは通りにくい。舗装にす ・全国的にも広く使用されているﾌﾞﾛｯｸで

べき。カラー舗装とは別の景観を損なわな あり、過去の整備を生かした修繕・整備を

いものもある(県立図書館前)。人々にとっ したい。また、調査の結果、車椅子の振動

て歩きやすく、維持補修・金額の面から考 はﾌﾞﾛｯｸの方がｱｽﾌｧﾙﾄ舗装よりも少ないと

えても舗装がよい。 いう試験結果もある。

・民間で工事をした後にｱｽﾌｧﾙﾄで舗装して ・道路管理者として、指導する。

いることがあるが、景観が悪くなる。

・高齢者・車椅子の人にとって、進行方向 ・水の流れの勾配を考えると、フラットに

に対して横断方向に傾斜をつけることは危 することは難しいが、できるだけ、善処す

ない。 る。


